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＜連絡事項＞
・本日小倉Dr診察がありました。次回は1/29（火）となります。
・医事より→件名の書式が個室のある３病棟で統一になっていませんでした。

今月より添付データを使用し、ＡＯＭ→ＩＯＯ→ＣＯＯの決済をいただいた後に医事

室に提出をお願いします。

※患者様が転棟し、転棟先でも室料減免する場合は、新たにこの申請書を作成し提出

しなければなりません。
＜患者様連絡事項＞
・向井　敦子様～本人希望にて本日昼より常食・粗キザミへ変更となる。
・高屋敷　良子様～N-Gチューブ再挿入し、本日昼より経管栄養再開となっている。また、発熱もなく経過している為点滴は本日にて中止となっている。
・夏坂　浩美様～日赤病院持参薬のビカルタミドについて深澤Dr確認し、飲みきり中止可

　　　　　　　　の指示あり。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。無表情で応対するが妄想様の言動はなく落ち着いている。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。声高さや自分本位な言動目立ちせっかちな様子はあるが、出来る限りで対応する事で落ち着いている。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中は他患へつきまとう行為みられ介入を要しているがトラブルなく経過。隔離中は時折ドア蹴りあるが対応する事で落ち着くことが出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。開放中は部屋に籠っていることが多く衝動行為や幻聴に関する言動なく落ち着いている。朝食後薬を「やぶ医者の出すやつは飲まない」と一時的に拒否するが、説明し服薬出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・板橋　愼悦様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。拒否・抵抗強くスタッフ数名で入浴行っている。末梢冷感は持続、拘束部位の循環障害はない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・高屋敷　良子様～MGチューブ自己抜去あり、再挿入している。バイタルサイン異常無し。
　　　　　　　　　独語活発に聞かれているが、疎通は良好。痰鳴あり、適宜に吸引実施
　　　　　　　　　している。
・名久井　光雄様～やや理解の乏しさはあるが疎通良好で落ち着いている。幻視様の症状
ない。両下腿に擦過傷が数ヶ所ある。
・坂上　忠三郎様～失見当識著明にみられ帰宅要求あるが、介入にて落ち着くことが出来ている。
・小笠原　正成様～疎通良好で落ち着いている。

＜馬渡Dr診察情報＞
・伊藤　和子様～臨時薬ロナセン8㎎増量し、他同内容にて14日分処方となる。
・泉山　紀子様～臨時薬同内容にて、14日分処方となる。
・熊谷　樹里様～臨時薬同内容にて、14日分処方となる。
・市沢　修造様～臨時薬同内容にて、14日分処方となる。
・榊　典章様～臨時薬ロゼレム中止、他同内容にて14日分処方となる。
　　　　　　　アルコールプログラムレクチャー15実施済み。
＜新入院患者様情報1＞
  氏　　名：名久井　光雄様

　生年月日：昭和22年8月7日　　71歳

　病　　名：レビー小体型認知症疑い

　性　　別：男性

　主治　医：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

　(経過）

　　H14年交通事故にあい、頚椎損傷により青森労災病院へ救急搬送。入院治療の際に後縦靭帯骨化症の診断も受けているが、現在まで継続的な治療は行われていなく症状なく経過。H23年脳梗塞発症し、青森労災病院へ救急搬送。H23年5月からは有料老人ホーム結の郷へ

入居。入居時より短期記憶の低下は認められていた。この頃には職員への易怒性もみられており同院神経内科を受診、詳細は不明である。

　H30年夏ごろより易怒性や感情の起伏の激しさが見られていた。幻視や幻聴の訴え、「壁から人が出てくる、誰だお前」などと話し、何もない壁を殴る行為あり。徐々に精神症状の悪化、施設職員に易怒性や拒絶、暴力が顕著になっていた。

　昼夜逆転、車椅子移動であるがベッドサイドに立っていたり。服薬介入に対しても、「お前ら病院の奴じゃないだろう、何の薬飲ませるんだ」など拒否強い。

　今までに専門医の受診経過もなく鑑別と入院希望あり、H31年1月8日13:20　東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院となる。

　（備考）
　・LTBオムツ②、昼リハパン+パット、夜テープ付オムツ
　・生保、退院後は結の郷へ戻る予定（3カ月は部屋をとっておいている）。
＜新入院患者様情報2＞
日　　時：1月8日　10:30

　氏　　名：小田　沙也加様

　生年月日：昭和62年3月12日　31歳

　病　　名：中等度知的障害

　性　　別：女性

　主治　医：深澤Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Bユニット

(経過）

　当院へ8回の入院歴あり（前回H30.9.8～H30.10.27)。
退院後は落ち着いて過ごされていたが、徐々に多弁さや多幸感見られていた。H30.12.28に
母様より精神症状悪化しており、自宅での対応が難しいという内容での電話連絡あり。
H30.12.22には近所を歩いていた際に独語している様子を近隣住民が警察に通報し、母の職
場に連絡が入るということもあったとのこと。祖母が昨日入院した経緯もあり、現在の状
態での自宅での対応困難。H30.1.8東Bユニットへ医療保護入院となる。
　・家族洗濯

　・おやつは母様差し入れ。売店購入不可。

・次回1/9 母様来院予定。入院時書類渡してください。

　・携帯電話はスタッフ管理。電話が過度とならないよう注意をするようにとの指示あり。

＜新入院患者様情報3＞
氏　　名：小笠原　正成様

　生年月日：昭和5年11月25日　　88歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別：男性

　主治　医：深澤Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

(経過）

　当院1回の入院歴あり(H30.1.9～4.24)。

　退院後は、定期的な外来通院を継続。デイサービス(4回/週）、ショートステイ利用し、
自宅にて生活していた。退院後も自発性や活動性の低下が持続。動作緩慢や小刻み歩行な
どの身体症状も見られており、ADL面で見守りや介助が必要な状態だが、妻様に対する暴言
や興奮、粗暴な言動が見られていた。上記精神症状改善目的にてH30.1.8東Cユニットへ
医療保護入院となる。

　・LTセットBプラン、オムツ②

　・1/10家族来院予定。入院時書類渡してください。
＜新入院患者様情報4＞

日　　時：H31.1.8　

氏　　名：坂上　忠三郎様

生年月日：S15.4.30（78歳）

性　　別：男性

病　　名：アルツハイマー型認知症

入院形態：医療保護入院

病棟病室：東病棟Aユニット　

担 当 医：深澤Dr

（経過）

　当院1回の入院歴あり（H29.2.23～H30.7.30）。

　当院退院後は定期的な外来通院を継続していた。退院後は落ち着いて過ごしていたが、2週間ほど前から苛々した言動あり、妻様やデイサービススタッフに対しての暴力行為見られていた。また被害妄想、不眠、介護抵抗、幻聴や幻視に影響を受けた言動も持続している。薬剤調整、環境調整目的にてH31.1.8 東Aユニットへ医療保護入院となる。

　・LTセット　Dプラン

　・1/9家族が入院時の荷物持参予定。その際入院時書類渡してください。
